
平成20年度静岡県の財務諸表

＜概要版＞

平成２１年１１月平成２１年１１月

１ 普通会計財務諸表の概要
２ 分析の視点
３ 連結財務諸表の概要

静岡県は、財務諸表として総務省が平成19年10月に公表した「新地方公会計実
務研究報告書」の「総務省方式改訂モデル」に従って、貸借対照表、行政コスト
計算書、純資産変動計算書、資金収支計算書の４表を作成しています。



【貸借対照表の解説】
平成20年度末の公共資産は平成19年度に比べ、214億円減少しています。これは、新たな

資産整備よりも減価償却費が上回っていることと、売却可能資産の売却によるものです。
また、基金等の増加159億円は、経済対策に伴う基金の積立などによるもので、資産合計で
は50億円の増加となっています。

負債は、合計で559億円の増加となっています。これは、臨時財政対策債や減収補てん債
の発行によるものです。結果、純資産合計は、昨年度に比べ509億円の減少となっています。

【行政コスト計算書の解説】
平成20年度末の経常行政コストは平成19年度に比べ、71億円減少しています。これは、

物件費などの物にかかるコストの減少によるものです。なお、人件費の減少と退職手当引
当金繰入の増加は、平成19年度のモデル移行に伴う特殊要因によるもので人にかかるコス
ト全体としての大きな増減はみられません。

１ 平成20年度静岡県普通会計財務諸表の概要①
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(4)損失補償等引当金

２ 流動負債

(1)翌年度償還予定地方債

(2)未払金

(3)翌年度支払予定退職手当

(4)賞与引当金
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１ 公共資産

(1)有形固定資産

(2)売却可能資産

２ 投資等

(1)投資及び出資金

(2)貸付金

(3)基金等

(4)長期延滞債権

(5)回収不能見込額

３ 流動資産

(1)資金

(2)未収金
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１ 人にかかるコスト

(1)人件費

(2)退職手当引当金繰入

(3)賞与引当金繰入

２ 物にかかるコスト

(1)物件費

(2)維持補修費

(3)減価償却費

３ 移転支出的なコスト

(1)社会保障給付

(2)補助金等

(3)他会計等への支出

４ その他行政コスト

(1)支払利息 等

9,370

平成20年度

経常費用 A

区分

◆行政コスト計算書（単位：億円） （単位：億円）

①



１ 平成20年度静岡県普通会計財務諸表の概要②

◆資金収支計算書
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２ 公共資産整備収支

３ 投資・財務的収支

金額区分
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金額

期首純資産残高

純経常行政コスト

財源調達

地方税

地方交付税

その他行政コスト充当財源

補助金等

臨時損益

資産評価替・無償受入

期末純資産残高

区分

◆純資産変動計算書

ここに掲載している財務諸表は、要約版であり、それぞれの勘

定科目の中で重要な科目について表したものとなっています。

（単位：億円）（単位：億円）

【貸借対照表】 【純資産変動計算書】
資産合計･･･どのくらい資産を保有しているかを示します。 純資産の期中の増減をどのような財源、要因で変化した
負債合計･･･将来世代の負担を示します。 のかを示します。1年間で今までの世代が負担してきた部
純資産合計･･･過去から現在の世代の負担を示します。 分が増えたのか減ったのかがわかることになります。

【行政コスト計算書】 【資金収支計算書】
経常費用･･･資産形成につながらない経常的な行政コストを示します。 4表の中で唯一現金主義により作成されるもので、現金の
経常収益･･･受益者負担を示します。 流れを3つの区分により示します。資金をどのような性質
経常行政コスト･･･地方税や地方交付税といった一般財源や資産の売 の活動で獲得しているのかがわかります。

却益などで賄わなければならないコストを示しま
す。

②



２ 平成20年度静岡県普通会計財務諸表の概要（分析の視点）

（１）県民１人当たりの貸借対照表

平成20年度 平成19年度

（住民基本台帳H21.3末現在の人口により算出） （住民基本台帳H20.3末現在の人口により算出）

（２）社会資本形成の将来世代負担比率

公共資産に対する地方債残高の割合から、将来世代の負担割合をみることができます。

将来世代の負担比率（％）＝地方債残高÷公共資産合計×100 ⑳ 49.9％ ⑲ 48.4％ （平均値15～40％の間）

（３）資産老朽化比率

土地を除く償却資産の取得価額に対する減価償却累計額の割合から、耐用年数に比して償却資産の取得からどの程度経過しているのかを全

体としてみることができます。

資産老朽化比率（％）＝減価償却累計額÷（有形固定資産合計－土地＋減価償却累計額）×100 ⑳ 40.9％ ⑲ 39.4％（平均値35～50%）

（１）受益者負担率

行政コストに対する経常収益（受益者負担）の割合から、受益者負担の状況をみることができます。

受益者負担比率（％）＝経常収益÷経常行政コスト×100 ⑳ 2.74％ ⑲ 2.72％ （平均値2～8％の間）

（２）行政コスト対公共資産比率

公共資産に対する行政コストの割合から、資産を活用するためにどれだけのコストがかけられているか、あるいはどれだけの資産でどれだけ

の行政サービスを提供しているか、ハード、ソフト両面の財源バランスをみることができます。

行政コスト対公共資産比率（％）＝経常行政コスト÷公共資産×100 ⑳ 18.5％ ⑲18.6％ （平均値10～30％の間）

◆貸借対照表を活用した分析

資産

149万8千円

負債

78万0千円

純資産

71万9千円

資産

149万6千円

負債

76万4千円

純資産

73万2千円

◆行政コスト計算書を活用した分析
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３ 平成20年度静岡県連結財務諸表の概要
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(1)地方債等

(2)長期未払金

(3)引当金

(4)その他

２ 流動負債

(1)翌年度償還予定地方債等

(2)短期借入金

(3)未払金

(3)翌年度支払予定退職手当

(4)賞与引当金

(5)その他

負債の部
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１ 公共資産

(1)有形固定資産
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２ 投資等

(1)投資及び出資金

(2)貸付金
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(3)販売用不動産

(4)その他

(5)回収不能見込額

４ 繰延勘定

資産の部

静岡県の連結財務諸表は、公営企業会計・公社・県が25％以上出資している法人等を連結対象として作成しています。

◆貸借対照表

◆資金収支計算書
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１ 人にかかるコスト

(1)人件費

(2)退職手当引当金繰入

(3)賞与引当金繰入

２ 物にかかるコスト

(1)物件費

(2)維持補修費

(3)減価償却費

３ 移転支出的なコスト
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◆行政コスト計算書
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ここに掲載している財務諸表は、要約版であり、

それぞれの勘定科目の中で重要な科目について表し

たものとなっています。

（単位：億円） （単位：億円）

（単位：億円）（単位：億円）
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平成20年度静岡県普通会計財務諸表の概要（財務諸表の見方）

貸借対照表とは

住民サービスを提供するために保有している財産と、その資産をどのような財源（負債・純資産）で

賄ってきたかを総括的に表すものです。

行政コスト計算書とは

１年間の行政活動のうち、福祉活動とうなど資産形成に結びつかない行政サービスに係る経費とその

行政サービスの直接の対価（使用料・手数料等）いわゆる受益者負担の状況を対比させたものです。

純資産変動計算書とは

貸借対照表の純資産の部に計上されている各数値が１年間でどのように変動したかを表すものです。

純資産の部は今までの世代が負担してきた部分ですので、１年間で今までの世代が負担してきた部分が

増えたのか減ったのかがわかることになります。

資金収支計算書とは

資金の出入りの情報を性質の異なる３つの区分（活動）に分けて表したものです。どのような活動に

資金が必要とされ、それをどのように賄ったかがわかるとともに、資金をどのような性質の活動で獲得

し、または使用しているのかがわかることになります。
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静 岡 県

お問い合わせ ： 総務部 財政室
〒420-8601 静岡市葵区追手町9-6
ＴＥＬ：054-221-2034 ＦＡＸ：054-221-2750
メールアドレス zaisei@pref.shizuoka.lg.jp

富国有徳 創知協働

しずおかの挑戦。


